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研究所持ち込みのカキ殻は、一部で残りのタネの量が少なめとなっている殻もみら

れていますが、全体的には、残りのタネの量は５割以上あるものが多い状況です。 

採苗に向けては、以下のことに注意してください。 

 

１ 採苗前日の注意点 

・ラッカサンにカキ殻を入れる際は、カキ殻の乾燥と地面の温度に注意してくだ

さい。屋外で殻入れ作業をする場合、風によって殻が乾かないよう十分注意し

てください。 

 

２ 採苗時の管理 

・採苗は１０月１５日の午前３時以降の出港です。 

・比重が低いとタネがつきにくくなります。台風による降雨で比重低下のおそれ

もあります。今年の採苗は、タネの放出が干潮前後の時間帯になりますので、

比重の安定した漁場で採苗を行ってください。 

・採苗日(１５日)から１９日までは網の水位は、吊り口で１.５ｍを目安として

ください。 

なお、この水位では干出がかからないので、健全なノリ芽を育てるため午後３

時以降に１～１.５時間の人工干出を行ってください。網の乾き具合をよく観

察し、乾燥不足・乾燥過多にならないよう注意してください。 

・タネの放出を促進する場合は、夜明け前に２時間程度ラッカサンを人工干出さ

せて冷やしてください。 

・芽付きは、網糸１ｃｍあたり３５～５０個が適正です。 

（蛍光100倍１視野当たり、旧型顕微鏡は５～７個、新型顕微鏡は７～10個)。 

・タネは午前１０時頃まで付きますので、午前１０時以降に切った網糸を検鏡し、

芽数を判断してください。 

 

※１０月１１～１３日(土､日､祝日)は、研究所で検鏡を行います。 
検鏡時間は、９：００～１５：００です。 


